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 スナップマークの表示サイズや形状は、 

【ファイル】‐【REAL4 のオプション】 

‐【スナップ設定】にて変更できます。 

                             

 

 

 

例）【線‐線 間距離】を計測する場合 

 

①【計測コマンド】を起動します。 

 

②計測したい線分の上にマウスを合わせて、 

□（線上）と表示された状態でクリック 

します。 

 

③もう片方の線分も同様にクリックします。 

 

④線間距離として計測できます。 

 

 

 

 

 

例）【点‐点 間距離】を計測する場合            例）【点‐線 間距離】を計測する場合 

  交点にマウスを合わせて、×（交点）と表示された      ×（交点）と □（線上）の状態でクリック  

状態で 2 点をクリックすると、点間距離が計測できます。     すると、点線間距離が計測できます。 

   

  

 

 

 

 

例）【角度】を計測する場合 

  角度が異なる線分を □（線上）にてクリックすると、 

相対角が計測できます。 

またクリックする順番で外角/内角の切り替えも可能です。 

 

 

 

クリックする位置により計測方法を変更できます 

① 

② 

① 

② 

③ 

② 

① 

④ 
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梁勾配合わせ座標(左)・(右)について 

梁左合わせの設定が「1‐階からの相対座標」

の場合に入力します。階高と通りの交点が 

座標（X , Y）＝（0 , 0）に 

なります。   

 梁左合わせ・梁右合わせについて 

選択した通りの柱の左右それぞれにつく梁を合わせる

ラインを選択します。 

1‐階からの相対座標：座標入力します。 

2‐柱合わせ位置：通しダイア縁に合わせます。 

3‐勾配ライン：勾配ラインに合わせます。 

4‐柱面合わせ：柱部材面に合わせます。 

 

 

 

例）勾配で -300 となっている X3 通りの柱高さを勾配とは別に -298 に設定したい。 

【詳細設定】で X3 通りをクリックし、柱高さに☑ をいれ、「-298」と入力し【決定】をクリックします。 

 

例）X3 通りの梁の合わせ位置を勾配ラインに合わせたい。 

【詳細設定】で X3 通りをクリックし、梁左合わせを「3‐勾配ライン」に設定し【決定】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

柱頂部の形状や高さ、梁の合わせ位置などを通り別に設定できます 

《詳細設定前》 

《詳細設定後》 

《詳細設定前》 

《詳細設定後》 

※ダイアフラム高さで寸法表示しています 
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判定値となるウェブサイズ・フランジサイズを

設定することで梁サイズによりスカラップ種類を

分けることができます。 

 

 

 

 

ウェブサイズ・フランジサイズの両方に設定値を

指定させ、スカラップ形状がどちらにも該当する

場合は『指定値より大』のスカラップ形状を優先

します。ウェブのみ、またはフランジのみサイズ

を参照してスカラップ形状を決めたい時は、参照

しない側のサイズへ「0」と入力します。 

                             

溶接スカラップをノンスカラップにした場合は、【パラメーター】‐【データ作成】‐【37.柱、梁作成関連】

‐100）～102）で切り落としやすきまの設定をします。 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメーター】をクリックします。 【データ作成】‐【37.柱、梁作成関連】‐97）溶接スカ

ラップ の  をクリックし、設定を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

スカラップの項目を「5‐ノンスカラップ」にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【OK】をクリックします。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターでスカラップの変更ができます。 
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【ファイル】‐【パラメーター】をクリックします。 

 

 

 

【データ作成】‐【42.胴縁データ作成関連】‐29）胴縁スカラップ の をクリックし、 

胴縁スカラップの設定画面を表示します。 

「ウェブ、フランジサイズ範囲値」にて、 

指定値 1 と 2 を設定します。 

※「指定値 1 以下」「指定値 1 より大、指定値 2 

未満」「指定値 2 以上」の設定の内どの設定を見るか

は、こちらの数値を元に決まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母屋・胴縁マスターの『接続(ウェブ)』が〈2‐ボルト接続〉の場合、『スカラップ径』で 

〈1‐パラメーター〉を選択いただいた場合、こちらの設定を参照致します。 

パラメーター設定より変更可能です。 
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【工区】‐【入力】で工区を設定した場合、範囲選択時に範囲内に含まれた製品が一括で工区設定されます。 

例）柱が A 工区の場合、C 工区の範囲にあっても柱に溶接する片持ち梁は A 工区に含まれます 

 

 

 

 

 

 

 

範囲選択ではなく個別に工区を設定したい場合や、製品の一部を【入力】で設定された工区とは別の工区に設定し

たい場合は、【個別指定】で個別に工区を設定します。 

【工区】‐【個別指定】をクリックし、入力シートで設定したい工区を選択します。 

【データ種類】で選択している鋼材や部品のみ配置画面上で選択できるため、配置画面上で選択し辛い場合は、 

選択したい鋼材・部品のみ【データ種類】で選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置画面上で個別に工区設定したい鋼材をクリックし、 

四隅の☑ をクリックして設定します。 

例）片持ち梁 CG1 をクリックした場合、 

片持ち梁 CG1 が A 工区から C 工区に変更されます。 

 

個別指定を使用すると個別に工区設定が可能です。 

 

 

・断面を認識する 

☑ を入れると、鋼材の断面も選択できます。 

・製品単位 

☑ を入れると、製品単位で選択します。 

今回のように鋼材や部品単位で選択したい

場合は☑ をはずしてください。 
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符号名の表示方法は、部位ごとに変更が可能です。 

  31）柱符号、33）間柱符号、54）ブレース符号、63）母屋符号を変更してください。 

胴縁割付図は、【図面作成】‐【胴縁割付図】‐22）胴縁符号を変更してください。 

 また、アンカープラン図や軸組図、その他の各図面についても同様にパラメーターより符号名を変更

できます。 

符号管理を行っていない場合は、部材名が表示されます。 

 

 

 

例）梁伏図に大梁・小梁の鋼材符号を表示させる場合 

【ファイル】‐【パラメーター】をクリックします。 

【図面作成】‐【5.梁伏図】‐35）大梁符号、38）小梁符号で変更をします。 

  

35）大梁符号の設定画面を開いて鋼材符号名(#2)を選択し、OK をクリックして下さい。 

同様に 38）小梁符号も変更をします。 

製品符号名にする場合は、製品符号名(#3)を選択し、OK をクリックして下さい。 

符号名を表示させない場合は、クリアをクリックし、空欄にした状態で OK をクリックして下さい。 

         

【部材名(#1)表示】    【鋼材符号名(#2)表示】 

          

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターで符号名の表示方法を設定できます。 


